
平成２６年度 動物愛護管理事業の実績

基準値 H26年度実績

56回 68回

656名 673名

施策の方向

①代表指標：

②代表指標： 犬の捕獲頭数

③代表指標：

基準値 H26年度実績
H30年度
中間目標

H35年度
最終目標

①活動指標 77.7% 74.1% 100% 100%

②活動指標 2,229頭 953頭 850頭以下 550頭以下

③活動指標 3,521件 1,952件 1,500件以下 1,000件以下

施策の方向

事　業　名

動物愛護管理強化対策事業

飼い犬等のしつけ方教室

実　施　結　果　と　評　価

犬苦情処理件数

事業の概要

■２７年度もそのまま継続　　　　□内容を変更して継続　　　　□２６年度で終了　　　　

事業の目的
犬の飼い主にしつけの方法や飼養管理に関する知識等を習得さ
せることにより、人と動物の共生の推進を図る。

県内各保健福祉事務所(保健所)において、飼い犬の生理、習性、
適正飼養等に関する学科講習及びデモ型、個別指導型等の実技
講習を併せて開催し、人と動物の共生のために必要な知識及び
技術の普及啓発を図った。

指標の設定

保健福祉事務所（保健所）において、飼い犬等のしつけ方教室を開催した。
　県   北（学科講習 10回、実技講習 8回）、 県　 中（学科講習 4回、実技講習 4回）
　県　 南（学科講習  4回、実技講習 4回）、　会   津（学科講習 4回、実技講習 4回）
　南会津（学科講習  1回、実技講習 1回）、　相   双（学科講習 1回、実技講習 1回）
　郡山市（学科講習  8回、実技講習 4回）、　いわき市（学科講習 5回、実技講習 5回）

※猫の講習会（県北：1回、27名　　郡山市：3回、84名）を含む。
 

指標の設定

無登録、未注射犬の一掃及び放置犬等の一掃を重点的に行い、
安全で安心できる生活環境の確保を図る。

事業の概要

【事業の実施状況】

■２７年度もそのまま継続　　　　□内容を変更して継続　　　　□２６年度で終了　　　　

狂犬病予防注射実施率

　市町村への広報依頼、早朝捕獲及び薬殺並びに飼い犬のしつけ方教室等の実施により、犬捕獲
及び苦情処理の件数は減少したが、狂犬病予防注射の実施率は依然として低いままであるため、
引き続き同様事業を継続することとした。

【事業の実施状況】

①活動指標：講習会開催回数

②成果指標：受講者数

10月15日から11月14日までの期間に、集中的に動物の愛護及び
動物の適正飼養についての広報を行うとともに、無登録・未注射
犬及び放置犬の一掃並びに動物取扱業者への立ち入り指導を併
せて実施した。

事業の目的

資料１ 
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平成２６年度 動物愛護管理事業の実績

事　業　名 実　施　結　果　と　評　価

資料１ 

①活動指標：

②活動指標：

基準値 H26年度実績
H30年度
中間目標

H35年度
最終目標

①活動指標 944頭 418頭 400頭以下 230頭以下

②活動指標 4,031匹 2,925匹 2,000匹以下 1,000匹以下

施策の方向

①活動指標：

②活動指標：

③代表指標： 犬の殺処分数

④代表指標： 猫の殺処分数

基準値 H26年度実績
H30年度
中間目標

H35年度
最終目標

①活動指標 179頭 418頭

②活動指標 17匹 299匹

③代表指標 474頭 462頭 600頭以下 600頭以下

④代表指標 3,063匹 2,592匹 2,000匹以下 1,000匹以下

施策の方向

犬及びねこの引き取り事業

指標の設定

【事業の実施状況】

　犬の引取りは減少し、中間目標値に近い数値となっているが、猫については減少しているものの
依然として目標値を大きく上回る状況である。
　法律に定められた規定であるため事業継続。

■２７年度もそのまま継続　　　　□内容を変更して継続　　　　□２６年度で終了　　　　

犬及びねこの譲渡事業

事業の目的

【事業の実施状況】

保健福祉事務所（保健所）の譲渡実績
　県北（犬106頭、猫29匹）、県中（犬100頭、猫24匹）、県南（犬48頭、猫9匹）、会津（犬43頭、猫68
匹）、南会津（犬1頭、猫3匹）、相双（犬15頭、猫5匹）、郡山市（犬63頭、猫144匹）、いわき市（42頭、
猫17匹）

収容動物を希望者に譲渡し処分数を減少させる。

事業の概要
犬及びねこの譲渡要領に基づき適正に譲渡事業を推進した。

犬の譲渡数

事業の概要

動物愛護法に基づき、犬及び猫について飼養が困難となった者か
ら引取りを行う。

動物の愛護及び管理に関する法律に基づく犬及び猫の引取り。

事業の目的

猫の譲渡数

■２７年度もそのまま継続　　　　□内容を変更して継続　　　　□２６年度で終了　　　　

犬の引取り数

猫の引取り数

指標の設定
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平成２６年度 動物愛護管理事業の実績

事　業　名 実　施　結　果　と　評　価

資料１ 

基準値 H26年度実績

3回 2回

19名 7名

施策の方向

指標の設定 ①代表指標：

基準値 H26年度実績
H30年度
中間目標

H35年度
最終目標

①代表指標 262名 343名 400名 500名

施策の方向

登録者数

【事業の実施状況】

保健福祉事務所の新規登録者実績
　県南（3名）、会津（4名）、県北、県中、南会津及び相双（実績なし）
　郡山市及びいわき市（当該事業なし）

■２７年度もそのまま継続　　　　□内容を変更して継続　　　　□２６年度で終了　　　　

■２７年度もそのまま継続　　　　□内容を変更して継続　　　　□２６年度で終了　　　　

動物愛護ボランティア登録

事業の目的
ボランティアとの連携を図るため、ボランティアの登録を推進する。

事業の概要
動物愛護推進ボランティア育成講習会受講者に対し、県で行う動
物愛護推進事業及び行政との協働についての説明を行い登録者
を募った。

事業の目的
地域における動物の愛護と適正飼養等を普及啓発するボランティ
アを養成し、人と動物の共生の推進を図る。

事業の概要
動物愛護推進ボランティアを養成するための基礎講習会を開催し
た。

【事業の実施状況】

保健福祉事務所の実績
　県南（1回-3名）、会津（1回-4名）、県北、県中、南会津及び相双（実績なし）
　郡山市及びいわき市（当該事業なし）

動物愛護ボランティア養成講習会 指標の設定
①活動指標：講習会開催回数

②成果指標：受講者数
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平成２６年度 動物愛護管理事業の実績

事　業　名 実　施　結　果　と　評　価

資料１ 

基準値 H26年度実績

56回 126回

2,571名 2,823名

施策の方向

①活動指標：

②代表指標：　 動物取扱業施設における違反件数

基準値 H26年度実績
H30年度
中間目標

H35年度
最終目標

①活動指標 100% 71.1%

②代表指標 0件 0件 0件 0件

施策の方向

■２７年度もそのまま継続　　　　□内容を変更して継続　　　　□２６年度で終了　　　　

事業の目的
動物取扱業者に対する監視指導を実施し、展示動物等の健康及
び安全の保持並びに周辺の生活環境の保全を図る。

事業の概要
動物愛護管理対策強化期間を設け動物取扱業者に対する立入指
導を実施した。

監視率

【事業の実施状況】

監視指導実績内訳
　対象施設：第一種動物取扱業485施設、第二種動物取扱業16施設
　立入施設：第一種動物取扱業347施設、第二種動物取扱業9施設

　引き続き動物取扱業者に対する立入指導を実施し、動物の愛護と適正管理の普及啓発を図る。

■２７年度もそのまま継続　　　　□内容を変更して継続　　　　□２６年度で終了　　　　

事業の概要
保健福祉事務所の職員を小学校に派遣し、学校で飼育している
動物の飼育相談や実際に動物を活用した触れ合い体験学習等
(座学及び触れ合い)を実施した。

【事業の実施状況】

小学校への獣医師派遣事業

保健福祉事務所の実績
　県北（延派遣回数23回、受講者数663名)、県中(延派遣回数12回、受講者数586名)、
　県南(延派遣回数15回、受講者数555名)、会津(延派遣回数6回、受講者数273名)、
　南会津(実績無し)、相双(延派遣回数13回、受講者数678名)、
　郡山市及びいわき市(当該事業無し)
　児童期からの動物愛護教育は生命尊重や友愛の気風を醸成するうえで大変重要であることか
ら、今後も引き続き当該事業を継続していく。

事業の目的
児童期からの動物愛護教育の充実を図る。

指標の設定
①活動指標：実施回数

②成果指標：受講者数

指標の設定

動物取扱業者に対する監視指導
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平成２６年度 動物愛護管理事業の実績

事　業　名 実　施　結　果　と　評　価

資料１ 

①活動指標：

②代表指標：　 特定動物飼養施設における違反件数

基準値 H26年度実績
H30年度
中間目標

H35年度
最終目標

①活動指標 100% 111.8%

②代表指数 0件 0件 0件 0件

施策の方向

①活動指標：

②成果指標：

基準値 H26年度実績

①活動指標： 開催回数 8回 10回

②成果指標： 受講率 72% 92.7%

施策の方向 ■２７年度もそのまま継続　　　　□内容を変更して継続　　　　□２６年度で終了　　　　

【事業の実施状況】

指標の設定 開催回数

【事業の実施状況】

監視指導実績内訳
　対象施設　85施設、延監視施設　95施設
　引き続き特定動物飼養施設に対する立入検査を実施し、特定動物による人の生命、身体又は財
産に対する侵害の防止を図る。

指標の設定

事業の概要

動物取扱責任者研修事業

事業の目的
動物取扱責任者を対象とした研修会を開催し、動物取扱業者全
体の資質向上を図る。

事業の概要
動物取扱責任者を対象に動物愛護法や業務の実施に関する項目
等についての研修会を実施した。

事業の実績内訳
　対象施設数　466施設、受講施設数　432施設
　法律に定められた規定であるため事業継続。

指標の設定

受講率

事業の目的
特定動物飼養者に対する監視指導を実施し、展示動物等の健康
及び安全の保持並びに周辺の生活環境の保全を図る。

特定動物飼養者に対する監視指
導

■２７年度もそのまま継続　　　　□内容を変更して継続　　　　□２６年度で終了　　　　

定期的な施設の立入検査を実施した。

監視率
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